
 

 

 

第 ９ 章 

 

ＳＩＰ「インフラ維持管理・更新・マネジメント 

技術」 

（インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の

社会実装の研究開発） 

実施報告 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

9.1 平成 29 年度の研究開発グループの編成 

 

平成 29 年度は九州・山口地域の各県での自治体への説明、SIP 研究開発技術の説明会及

び現場実証試験を可能にするために、研究組織の見直し、メンバーの増強を図った。 

研究組織の見直しのイメージ図を以下に示す。県別実装支援グループを主とし、従来の

研究開発グループも規模を縮小して継続した。県別実装支援グループと研究開発グループ

の編成と研究開発メンバーを以下に示す。今年度も SIP 研究開発技術を自治体に実装支援

を行うための戦略マネジメントを研究開発グループで継続した。  
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研究開発グループ一覧（九州・山口地域の大学・高専の研究者 54 名） 

平成 29 年 10 月 31 日時点 

 

研究開発グループ 研究者氏名 所属部署・役職 

長崎大学 松田 浩 工学研究科・教授 

長崎大学 中村 聖三 工学研究科・教授 

長崎大学 才本 明秀 工学研究科・教授 

長崎大学 勝田 順一 工学研究科・准教授 

長崎大学 奥松 俊博 工学研究科・准教授 

長崎大学 山口 浩平 工学研究科・准教授 

長崎大学 佐々木 謙二 工学研究科・助教 

長崎大学 蒋 宇静 工学研究科・教授 

長崎大学 大嶺 聖 工学研究科・教授 

長崎大学 杉本 知史 工学研究科・助教 

長崎大学 石塚 洋一 工学研究科・准教授 

長崎大学 岩崎 昌平 工学研究科・技術職員 

長崎大学 藤本 孝文 工学研究科・准教授 

長崎大学 藤島 友之 工学研究科・准教授 

長崎大学 西川 貴文 工学研究科・准教授 

長崎大学 高橋 和雄 名誉教授・特任研究員 

長崎大学 出水 享 工学研究科・技術職員 

大分工業高等専門学校 一宮 一夫 教授 

大分工業高等専門学校 工藤 宗治 准教授 

大分工業高等専門学校 名木野 晴暢 准教授 

鹿児島大学 武若 耕司 理工学研究科・教授 

鹿児島大学 山口 明伸 理工学研究科・教授 

鹿児島大学 審良 善和 理工学研究科・准教授 

九州大学 日野 伸一 工学研究院・教授 

九州大学 濵田 秀則 工学研究院・教授 

九州大学 園田 佳巨 工学研究院・教授 

九州大学 松田 泰治 工学研究院・教授 

九州大学 貝沼 重信 工学研究院・准教授 

九州大学 玉井 宏樹 工学研究院・助教 

九州大学 梶田 幸秀 工学研究院・准教授 

九州大学 佐川 康貴 工学研究院・准教授 

九州大学 高田 仁 経済学研究院・教授 

九州大学 毛利 淳一郎 
経済学研究院・経済学府産業マネ

ジメント専攻２年 

(一社)NME研究所 牧角 龍憲 所長 

九州工業大学 山口 栄輝 工学研究院・教授 

九州工業大学 日比野 誠 工学研究院・准教授 
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九州工業大学 合田 寛基 工学研究院・准教授 

熊本大学 山尾 敏孝 自然科学研究科・名誉教授 

熊本大学 葛西 昭 自然科学研究科・准教授 

熊本大学 重石 光弘 物質材料科学部門・教授 

熊本大学 尾上 幸造 物質材料科学部門・准教授 

熊本高等専門学校 岩坪 要 建築社会デザイン工学科・教授 

佐賀大学 伊藤 幸広 工学系研究科・教授 

佐賀大学 帯屋 洋之 工学系研究科・准教授 

佐賀大学 三田 勝也 工学系研究科・助教 

佐賀大学 末次 大輔 
低平地沿岸海域研究センター・准

教授 

福岡大学 佐藤 研一 工学部・教授 

福岡大学 渡辺 浩 工学部・教授 

福岡大学 橋本 紳一郎 工学部・助教 

宮崎大学 森田 千尋 工学部・教授 

宮崎大学 李 春鶴 工学部・准教授 

宮崎大学 神山 惇 工学部・助教 

宮崎大学 安井 賢太郎 工学部・解析技術班長 

山口大学 麻生 稔彦 創成科学研究科・教授 

山口大学 田島 啓司 創成科学研究科・助教 
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9.2 サイトビジットと研究開発技術説明会の開催 

 

（1）サイトビジット研究開発課題名：「インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会

実装の研究開発」 

九州・山口地域社会実装研究開発グループと JST が情報共有し、2 年目の研究開発を着

実に実施するために、JST の関係者が出席したサイトビジットが実施された。若原 SPD に

よる平成 29 年度の SIP インフラ維持管理・更新・マネジメント技術の計画及び方向性が

説明された後、本研究課題についてのこれまでの概要報告と平成 29 年度以降の計画につ

いて研究責任者、研究開発担当者、各県担当者による説明がなされたその後、本研究開発

についての意見交換がなされた。 

 

日時：平成 29 年 6 月 30 日（金） 【サイトビジット】14：30～17：30  

会場：長崎大学 環境科学部 1 階 大会議室（長崎市文教町 1-14 TEL: 095-819-2880） 

参加者 全体で 31 名 

JST：岡田有策、若原敏裕、信田佳延、渡邊賢一 

国土交通省：安原達、堀康雄、渡辺祐二、工藤賢二 

長崎大学：松田浩、佐々木謙二、中村聖三、杉本知史、石塚洋一、高橋和雄、山口浩平、

田中徹政 

鹿児島大学：山口明伸、審良喜和  九州大学：佐川康貴  (一社)NME：牧角龍憲 

九州工業大学：合田寛基  熊本大学：葛西昭  宮崎大学：森田千尋、李春鶴 

山口大学：田島啓司  長崎県：光永将一、酒井公大  NERC：山口洋一、蒲池賢治 

道守：吉川國夫、今村音英 

 

【会議内容】 

（１）開会挨拶（長崎大学） 

（２）今年度の SIP インフラの計画、方向性（若原 SPD） 

（３）研究チームからの報告（14 時 45 分～16 時 45 分） 

  【これまでの概要報告と H29 年度以降の計画について】（各 5 分） 

・全体報告（研究責任者）         松田浩氏 

・各研究担当者からの報告 

    ①橋梁のアセットマネジメント      松田浩氏         

    ②斜面・トンネルのアセットマネジメント 杉本知史氏         

    ③舗装のアセットマネジメント      森田千尋氏        

    ④道路全体のアセットマネジメント    高橋和雄氏・田中徹政氏 

・地域実装班からの報告 

   ①長崎県  松田浩氏                       

   ②山口県  田島啓司氏                       

   ③宮崎県  森田千尋氏 
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 【関係自治体からの報告】 

   ①長崎県            光永将一氏 

   ②長崎県建設技術研究センター  山口洋一氏 

   ③道守認定者          吉川國夫氏・今村音英氏 

【国土交通省からの説明】（15 分）   

   インフラメンテナンス国民会議地方フォーラムについて 

（４）質疑応答・意見交換（16 時 45 分～17 時 30 分） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

会議の様子           松田先生の講演の様子 

   

 

 

 

 

 

 

 

会議の様子                若原 SPD の講演の様子 

 

 

（2）第 3 回インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発に関する技

術説明会 

トンネルと斜面関係の SIP 研究開発技術について、第 3 回目の研究開発技術説明会を行

った。説明会では、SIP 技術の開発者からの説明を聞き、SIP 関係者、オブザーバーが意見

交換を行った。トンネルと斜面の研究担当者と研究開発者と現場適用についての熱心な意

見交換がなされた。 

 

日時：平成 29 年 3 月 17 日（金） 【SIP 技術説明会】15：30～18：00 

会場：長崎大学 サイエンス＆テクノラボ棟２Ｆ セミナー室１  

（長崎市文教町 1-14 TEL: 095-819-2880） 

参加者 全体で 26 名 
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【SIP 技術説明会】 

・「高速走行型非接触レーダーによるトンネル覆工の内部欠陥点検技術と 統合型診断シス

テムの開発」No.9 パシフィックコンサルタンツ株式会社  安田亨氏   

・「多点傾斜変位と土壌水分の常時監視による斜面崩壊早期警報システム」 

No.27 中央開発株式会社  王林氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

      

説明会の様子                説明会の様子 

   

 

 

 

 

 

 

 

安田亨氏の講演の様子           王林氏の講演の様子 

 

 

（3）第 4 回インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発に関する技

術説明会 

長崎県には島を結ぶ橋梁が多く、潜水夫による点検が必要な場合があり点検コストが高

くなっている。佐賀県や福岡県南部にはクリークに架かる橋梁も多く、同じ課題がある。

これらの課題を解決するために、港湾の桟橋施設の点検技術を橋梁に使いたいとする地域

の要望が挙げられていた。このため、第 4 回目の研究開発技術説明会では港湾構造物の点

検・診断システムを対象に開催した。説明会では、SIP 技術の開発者からの説明を聞き、

SIP 関係者、オブザーバーが意見交換を行った。 

 

日時：平成 29 年 10 月 19 日（木） 【SIP 技術説明会】14：00～17：20 

会場：長崎大学 総合教育研究棟 多目的ホール（2F）  

（長崎市文教町 1-14 TEL: 095-819-2880） 

参加者 全体で 35 名 
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【SIP 講演会】 

「港湾構造物のライフサイクルマネジメントの高度化のための点検診断及び性能評価に関

する技術開発」No.59 港湾空港技術研究所 加藤絵万氏   

【SIP 技術説明会】 

・「ラジコンボートを用いた港湾構造物の点検・診断システムの研究開発」 

No.12 五洋建設株式会社 水野剣一氏    

・「空洞及び裏込沈下調査におけるチャープレーダ等特殊 GPR 装置の研究開発」 

No.13 川崎地質株式会社 山田茂治氏  

・「薄板モルタルによる塩害環境評価／鉄筋腐食環境センサと腐食膨張センシング技術」 

長崎大学 佐々木謙二氏 、大平洋セメント株式会社 早野博幸氏  

 

 

 

 

 

 

加藤絵万氏     水野剣一氏    山田茂治氏    早野博幸氏  佐々木謙二氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

説明会の様子 

 

 

（4）第 5 回インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発に関する技

術説明会、第 3 回現場実証試験～コンクリート橋の点検・診断に関する先端技術の実

証試験～ 

第 5 回研究開発技術説明会と第 3 回現場実証試験を山口大学で行った。説明会では、SIP

技術の開発者からの説明を聞き、SIP 関係者、オブザーバーが意見交換を行った。 

現場実証試験では、戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）事業の一環として、現

地における点検・診断技術の検証を行った。山口県が管理するコンクリート橋（佐波川大

橋）を対象とし、現場での実証試験を実施するとともに公共施設管理者や実務者への見学

会開催を通して、実装に向けた課題の抽出や意見交換を実施した。 
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日時：平成 30 年 1 月 25 日（木） 【SIP 技術説明会】13：00～14：00 

                【SIP 現場実証試験】15：00～16：00 

会場：山口大学 常盤キャンパス 

   山口県防府市 佐波川大橋 

参加者 全体で 30 名 

 

【SIP 技術説明会、SIP 現場実証試験】 

・「近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研究開発」 

No.51 新日本非破壊検査(株)  和田秀樹氏  

 

 

  

 

 

 

 

 

開会の挨拶（麻生稔彦センター長）     飛行ロボットの説明（和田秀樹氏） 

 

 

（5）第 6 回インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発に関する技

術説明会 

近年インフラストラクチャーの維持管理に関する考え方はさらに発展し、分野・組織横

断的な連携体制の下での革新的な技術開発及びそれらを活用した効率的かつ経済的な戦略

的維持管理の実現が求められる時代となった。このような現状に鑑み、構造物の有する各

種性能を適切に診断・評価するための既存技術の応用ならびに新技術の開発について研究

することを目的として、産学連携による一般社団法人構造物診断技術研究会を発足した。

具体的な活動内容には、鹿児島県の行政及び民間技術者に対する最新情報の提供や資格取

得支援、各種講習会などによる技術指導をはじめ、土木現場見学会、診断のための機器の

貸出や解析指導などがある。今回は、研究会の発足記念講演会として、維持管理に関する

革新的技術を紹介する SIP 技術説明会を開催し、SIP 技術を含む 4 件技術及び活動につい

てご講演頂くとともに、その内容に関する質疑応答及び懇親会での意見交換を実施した。 

 

日時：平成 30 年 1 月 31 日（水） 【SIP 技術説明会】14：00～17：30 

会場：ジェイドガーデンパレス（4F）  

（鹿児島県鹿児島市上荒田町 19 番 1 号 Tel.099-257-1211） 

参加者 全体で 81 名 
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【SIP 技術説明会】 

港湾構造物のライフサイクルマネジメントの高度化のための点検診断 

及び性能評価に関する技術開発 SIP No.59 

     海上・港湾・空港技術研究所 加藤絵万氏 

画像解析技術を用いた遠方からの床板ひび割れ定量評価システムの構築 SIP No.23 

       大成建設株式会社 堀口賢一氏 

  インフラ維持管理モニタリング・マネジメント技術の紹介 

三菱電機株式会社 中田雅文氏 

  構造物診断技術研究会の設立経緯とその役割 

鹿児島大学学術研究院 武若耕司氏 山口明伸氏 

 

   

会場の様子              講演の様子（加藤氏） 

 

 

（6）第 7 回インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発に関する技

術説明会 

大分県初の SIP 関連の説明会であることから、冒頭で国家プロジェクトとしての SIP の

概要ならびに「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」の趣旨や具体的な取組内容

を説明した。 

その後、SIP No.68「インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発」

の概要ならびに今後の大分県での活動計画、SIP No.56「社会インフラ用ロボット情報一元

化システムの構築」に関連する「コンクリート構造物の微細なひび割れを写真から自動検

出する画像技術」の開発の最前線の解説をした。 

当日は行政や企業の技術者とともに大分工業高校土木科の生徒も参加し、熱心に聴講を

した。 

 

日時：平成 30 年 2 月 8 日（木） 【SIP 技術説明会】15：40～16：25 

会場：大分銀行宗麟（そうりん）館 2F ソーリンスクエア 

    （大分市東大道町 1 丁目 9 番 1 号） 

参加者 全体で 101 名（学生 37 名，一般 3 名，行政関係 26 名，民間会社 35 名） 
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【SIP 技術説明会】 

・「SIP と SIP No.68「インフラ維持管理に向けた革新的先端技術の社会実装の研究開発」

の取組の紹介」 

  大分工業高等専門学校 都市・環境工学科 教授 一宮一夫氏 

・「コンクリート構造物の微細なひび割れを写真から自動検出する画像技術」 

  （ SIP No.56 社会インフラ用ロボット情報一元化システムの開発）関連 

  富士フィルム株式会社 産業機材事業部 早川洋平氏 

 

 
説明会の様子           一宮一夫氏       早川洋平氏  

 

 

（7）平成 29 年度第 2 回宮崎県道路メンテナンス会議での SIP 概要の説明 

宮崎県内の道路インフラは、高度経済成長期に集中的に整備されており、今後老朽化が

急速に進むことが予想されている。国・地方ともに厳しい財政状況のなか、老朽化した道

路インフラの補修や更新を確実に実施していくことが重要な課題となっている。そこで、

宮崎県内の道路管理者等が相互に連絡調整を行うことにより適切な道路構造物の保全を行

い、円滑な道路管理の促進を図ることを目的とし、平成 26 年 5 月 28 日に宮崎県道路メン

テナンス会議が設置され第 1 回会議が開催されている。今回は通算 10 回目の会議で、SIP

の地域実装を推進するために市町村の担当者に SIP 概要の説明の機会を得たため、オブザ

ーバーで参加し概要説明を行った。 

 

日 時：平成 29 年 12 月 25 日（月）15：00～17：10 【SIP 概要説明】16：50～17：10 

会 場：県電ホール 宮崎県企業局庁舎１階（宮崎市旭 1 丁目 2 番 2 号） 

参加者：宮崎県内全道路管理者（国、県、26 市町村、県道路公社、高速道路会社）67 名 

説明者：宮崎大学工学部社会環境システム工学科 森田千尋教授、李春鶴准教授 
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宮崎県道路メンテナンス会議          概要説明の様子 

（8）平成 29 年度第 3 回長崎県道路メンテナンス会議での SIP 概要の説明 

平成 29 年度(第 3 回)長崎県道路メンテナンス会議にオブザーバーとして参加して、平

成 29 年度の点検結果等の報告等の報告と意見交換の終了後に、SIP 概要、九州・山口地域

の取組み、道守養成講座の概要の説明を行った。 

 長崎県メンテナンス会議においても、SIP 等の新技術の活用、市町の直営点検・診断に

おける産官学の連携及びアドバイザー制度、市町のメンテナンスにおける道守の活用、長

崎大学との連携等について、国土交通省及び長崎県から市町に紹介や助言がなされた。 

 

日 時：平成 30 年 2 月 14 日（水）13：30～16：30 【SIP 概要説明】15：35～16：30 

会 場：長崎県市町村会館 6 階会議室 （長崎市栄町 4-9） 

参加者：長崎県内全道路管理者（国、県、21 市町村、県道路公社、西日本高速道路、 

        鉄道事業者、NERC）55 名 

説明者：長崎大学インフラ長寿命化センター 高橋和雄特任研究員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長﨑県道路メンテナンス会議          概要説明の様子 

 

 

9.3 各県代表者会議   

 平成 29 年度に新設した県別実装支援の活動の進め方や各県の情報共有を図るために、

県別代表者会議を開催した。 

 

日時：平成 29 年 10 月 6 日（金） 14：30～17：30  

会場：西新プラザ 多目的室（福岡市早良区西新 2-16-23） 

参加者 全体で 11 名 

山口大学：麻生稔彦  九州大学：佐川康貴、毛利淳一郎  九州工業大学：合田寛基  

佐賀大学：伊藤幸広  長崎大学：松田浩、高橋和雄、山口浩平 

大分工業高等専門学校：一宮一夫  宮崎大学：森田千尋  鹿児島大学：山口明伸 

 

【会議内容】 

（１）挨拶，自己紹介 

（２）研究開発グループの再編成，各チームの活動方針 
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（３）平成 29 年度の予算 

（４）平成 29 年度の全体スケジュール    

（５）各県の進捗情報の報告    

① 県が橋梁点検や診断に使ってみたい SIP 技術の選定 

② 年度内の説明会または実証試験（説明会を含む）の開催の可否及び開催日 

③ 県のご担当者との打ち合わせで明らかになった課題や要望など 

（６）各課題の評価結果      

（７）その他 

・KABSE 分科会  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

会議の様子           

   

この会議の結果、九州・山口地域の各県で担当者が県や市町村の担当者、関連する団体・

研究会等と連携して、ヒアリング、実施方策を協議した。その結果、SIP 研究開発者に説

明を依頼した説明会が山口県、大分県、鹿児島県で新たに開催された。現場実装試験が山

口県で開催された。昨年から説明会・現場実証試験を開催している長崎県では引き続いて、

説明会と現場実証試験を開催すると同時に、昨年度に説明会に参加した SIP 研究開発技術

を県内に設置して、長期モニタリングを実施している。     
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9.4 長崎県内における現場実証試験 

 

（1）第 1 回 現場実証試験～PC 橋の点検・診断に関する先端技術の実証試験～ 

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）事業の一環として、現地における点検・診

断技術の検証を行った。長崎県の中戸橋を対象とし、現場での実証試験を実施するととも

に公共施設管理者や実務者への見学会開催を通して、実装に向けた課題の抽出や意見交換

を実施した。 

 

日 時：平成 29 年 3 月 27 日(月)  【現場実証試験日】10：30～16：00 

場 所：長崎県西海市大島町 

参加者 全体で 49 名 

 

【SIP 現場実証試験】 

・「橋梁点検ロボットカメラ等機器を用いたモニタリングシステムの創生」 

No.22 三井住友建設株式会社  藤原保久氏  

・「近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研究開発」 

No.13 新日本非破壊検査(株)  和田秀樹氏 

・「サンプリングモアレカメラを用いた構造物の変位分布計測」 

４Ｄセンサー(株)  柾谷明大氏  

・「デジタルカメラを用いた橋梁たわみ計測」研究責任者：三田勝也（佐賀大学） 

共同研究者：松田浩（長崎大学）、出水享（長崎大学）、木本啓介（長崎大学）、伊藤幸広（佐

賀大学） 
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SIP 実証試験の様子 

（2）第 2 回 現場実証試験～コンクリート橋の点検・診断に関する先端技術の実証試験～ 

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）事業の一環として、現地における点検・診

断技術の検証を行った。国土交通省が管理するコンクリート橋（A 橋）を対象とし、現場

での実証試験を実施した。 

目的 

1.SIP 開発技術の点検・診断に関する検証 

・橋梁定期点検要領に則って点検・診断された橋梁の損傷度，診断結果と比較する。 

2.光学的計測の精度の検証 

・変位（接触式変位計 VS サンプリングモアレカメラ） 

・振動（接触式加速度計 VS ワイヤレス速度計，レーザドップラーベロメーター） 

・ひずみ（接触式ひずみゲージ VS ひずみ可視化シート） 

3.構造同定の可能性の検証 

・3D レーザスキャナ，SfM の計測データから，数値計算用解析モデルを作成する。その

解析結果と光学的計測により得られた結果を検証する。 

 

日 時: 平成 29 年 12 月 20 日(水)～22 日(金)【現場実証試験日】8：30～17：00 

場 所: 長崎県大村市 

参加者 全体で 10 名 

 

・「インフラ構造材料研究拠点の構造物劣化機構の解明と効率的維持管理技術の開発」

No.35 物質・材料研究機構 土谷浩一氏  

・「近接目視・打音検査等を用いた飛行ロボットによる点検システムの研究開発」 

No.13 新日本非破壊検査(株)  和田秀樹氏  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SIP 実証試験の様子 
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(3) 斜面早期警戒システムの現場実装と長期モリタリング 

平成 29 年 3 月第 3 回説明会に出席した中央開発株式会社の「多点傾斜変位と土壌水分

の常時監視による斜面崩壊早期警報システム」(No.27)について斜面地での長期モリタリ

ングを依頼したところ、開発者の理解を得て、佐世保市に設置された。ここで、2017 年 6

月からモリタリングが実施され、長崎大学でデータを取得している。   

設置日時：2017 年 6 月 13 日（火）10:00～17:00・同 14 日（水）9:00～12:00 

設置先：安定型処分場跡地（佐世保市） 

設置技術：多点傾斜変位と土壌水分の常時監視による斜面崩壊早期警報システム  

参加者：9 名                             (No.27) 

 斜面早期警戒システムの現場実装と長

期モリタリング 
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9.5  九州・山口地域自治体アンケート結果 
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9.6  国際会議における長崎の活動の紹介 

 

The 2nd ACF Symposium 2017 

長崎大学  山口浩平 

 

2017 年 11 月 23 日～25 日にタイ北部のチェンマイで、The 2nd ACF Symposium 2017 

-Innovations for Sustainable Concrete Infrastructures – が開催された。内閣府が主導し

ている「戦略的イノベーション創造プログラム SIP インフラ維持管理・更新・マネジメ

ント技術」の地域実装チームの拠点校の一つである長崎大学として参加した。 

講 演 論 文 題 目 は 、「 INTRODUCTION OF SIP DEVELOPMENT TECHNOLOGY 

UTILIZING MICHIMORI SYSTEM AND DEVELOPMENT OF THAT SYSTEM TO 

KYUSHU AND YAMAGUCHI AREAS」であり、長崎大学で取り組んでおり H29 年度で

10 年を迎えた道守と SIP 開発技術の地域社会実装支援についてである。 

論文の詳細は論文集に委ねるが、ここではその概要について述べる。 

 

 

わが国では、高度経済成長期に建設された橋梁の老朽化が各地で多発している。このよ

うな中、効率的で的確な維持管理が必要と言われてきたが、2013 年の中央自動車道笹子ト

ンネルの天井版の落下事故を契機として、国土交通省は 2014 年 7 月 1 日から、橋長 2m

以上の道路橋（約 70 万橋）などを、5 年に 1 回の頻度で近接目視を行う定期点検を義務付

けた 1)。また、インフラ長寿命化基本計画が内閣府で策定されるとともに、戦略的イノベ

ーション創造プログラム（SIP : Cross-ministerial Strategic  Innovation Promotion 

Program）でも、次世代インフラ分野に「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」

が対象課題として取り上げられ、点検・モニタリング・診断技術、ロボット技術、アセッ

トマネジメント技術などの研究開発が鋭意進められている 2)。 

国管理の多くの橋梁は設計図書などきちんと整備されているが、地方公共団体管理の橋

梁の中で、特に橋長 15m 未満の中小橋梁は、設計図書もなく、架設年すら不明の橋梁も多

数存在する。さらに、都道府県はともかく、市町村では専門技術者が不在の自治体も多く、

その上財源不足が相まって、橋梁の点検及び診断にコストがかかることが大きな課題とな

っている。 

本論文は、全国の地方自治体に膨大に存在する設計図面もなく架設年も不明な 15m 未

満の中小橋梁を対象として、それらの安全性やリスクを評価できる一手法を提示するとと

もに、実証試験を実施しその有効性や有用性について検討したものである。具体には、比

較的安価になった 3D レーザスキャナを用い、3D 構造モデルを作成し、構造解析を実施

し、その結果を実計測データと比較し、できる限り簡便な方法で橋梁の橋梁特性同定法を

提示した 3)。 

1) 国土交通省：道路の維持修繕に関する省令・告示の制定について（道路法施行規則

の一部改正等） 

2) 内閣府：SIP インフラ維持管理・更新・マネジメント技術 

3) 松田浩：国土交通省建設技術研究開発助成報告書，2015.3 

－142－




